
介護現場におけるITについて
1日目：介護業界のＩＴシステム総論
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本社所在地：〒992－0479 山形県南陽市和田3369

代 表 者 名：代表取締役社長 丹治 朋之

創 立：1979年（昭和54年）9月

資 本 金：100,000千円（2022年3月31日現在）

社 員 数：連結954名 単体418名（2022年3月31日現在）

創業43年。エヌ・デーソフトウェア株式会社は、介護・福祉に特化した
ソフトウェア「ほのぼの」シリーズを開発し20年以上となる

「福祉専門システムメーカー」として、全国の現場の
業務支援システム開発に取り組んでおります。実際の介護事業所
運営の経験を開発に活かしたシステムには

現場のノウハウを吸収し・実装されています。NDソフトウェア
ってどんな会社

?

全国導入実績トップシェア72,000を超える 事業所！

2022年3月末弊社調べ
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ラインナップ

?

障害者総合福祉、児童福祉法

介護保険

財務、給与、人事、給食、勤務表

2022年12月1日 時点 公式HPより
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介護の現状について
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出典：厚生労働省資料 「介護保険リーフレット」より

※利用者の費用負担については、所得や年金収入により「3割負担」となる場合があります。

※

介護保険サービスの種類
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事務職

保険請求、会計処理
給与計算、預り金管理
利用者情報管理

相談員

ベッド管理
待機者管理
相談受付

リハビリ

リハ実施計画書作成
モニタリング
リハ実施記録

ケアマネ

ケアプラン作成
モニタリング
担当者会議

栄養士

栄養ケア計画
食事箋管理
献立作成

施設長

各種承認
情報確認
経営分析

介護士

ケア実施記録
日誌報告書作成
申し送り

看護師

看護ケア記録
看護サマリー作成
医薬品管理

介護サービス

介護サービスに係る職種
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残業時間はどれくらい？ 残業時間は何に一番時間がかか
る？毎日３時間以上

14%

毎日１～３時間程

度

35%毎日１時間以下

21%
２、３出勤日

の１回程度

8%

１週間に１回程度

6%

ほとんどない

16%

毎日３時間以上

毎日１～３時間程度

毎日１時間以下

２、３出勤日の１回程度

１週間に１回程度

ほとんどない

連絡調整

13%

介護記録作成

41%報告書作成

12%

計画作成

15%

会議資料作成

5%

会議、委員会

7%

その他

7%
連絡調整

介護記録作成

報告書作成

計画作成

会議資料作成

会議、委員会

その他

残業は約50％が１~3時間、またはそれ以上

残業の内容は、介護記録、報告書作成で53％！

スマホ、パソコンを使える人が増えている！

紙管理は依然として多い！

介護現場アンケート結果



8

例１ 通所介護事業所様の場合

•通所サービス事業所
•通所介護
•通所リハビリ
•認知症対応型通所介護

https://www.ndsoft.jp/product/next/inhome/outpatient-care.php
https://www.ndsoft.jp/product/next/inhome/outpatient-rehabilitation.php
https://www.ndsoft.jp/product/next/area/dementia-outpatient.php
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例２ 訪問介護事業所様の場合

•訪問介護
•訪問入浴介護
•訪問看護
•訪問リハビリ
•夜間対応型訪問介護複合型（小規模・訪問看護）
•定期巡回・随時対応型訪問介護看護

https://www.ndsoft.jp/product/next/inhome/visiting-care.php
https://www.ndsoft.jp/product/next/inhome/visiting-bathing-care.php
https://www.ndsoft.jp/product/next/inhome/visiting-nursing.php
https://www.ndsoft.jp/product/next/inhome/visit-rehabilitation.php
https://www.ndsoft.jp/product/next/area/nighttime-visit-care.php
https://www.ndsoft.jp/product/next/area/complex-type.php
https://www.ndsoft.jp/product/next/area/periodic-patrol-any-time.php
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例３ 居宅介護支援事業所様の場合
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•介護老人福祉施設 ・介護老人保健施設(介護医療院対応)
•介護療養型医療施設(介護医療院対応)・短期入所生活介護・短期入所療養介護
•居宅療養管理指導・福祉用具貸与・有料老人ホーム・特定施設入居者生活介護

•高齢者住宅・地域密着型サービス・介護老人福祉施設入所者生活介護・小規模
多機能型居宅介護・特定施設入居者生活介護・認知症対応型共同生活介護

例4 入居施設様の場合

https://www.ndsoft.jp/product/next/care/care-old-welfare.php
https://www.ndsoft.jp/product/next/care/care-geriatric-health.php
https://www.ndsoft.jp/product/next/care/care-recuperation.php
https://www.ndsoft.jp/product/next/inhome/short-term-residency.php
https://www.ndsoft.jp/product/next/inhome/short-term-admission.php
https://www.ndsoft.jp/product/next/inhome/management-guidance.php
https://www.ndsoft.jp/product/next/inhome/equipment-lend.php
https://www.ndsoft.jp/product/next/inhome/paid-home-elderly-housing.php
https://www.ndsoft.jp/product/next/inhome/specific-living-care.php
https://www.ndsoft.jp/product/next/inhome/paid-home-elderly-housing.php
https://www.ndsoft.jp/product/next/area/long-term-care-welfare-life.php
https://www.ndsoft.jp/product/next/area/small-scale-multifunction.php
https://www.ndsoft.jp/product/next/area/specific-resident-life-care.php
https://www.ndsoft.jp/product/next/area/dementia-community-life.php
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例5 全事業所様共通
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例6 その他
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①3年毎に大幅な法令改定が見込まれている業界である

介護保険制度は、施行されて20年程度しか経過していない保険制度です。
加えて高齢福祉を取り巻く環境に柔軟に対応するために、3年毎に制度内容や保険の仕組みの見直しが入り
「保険制度の改正」と、改正に伴う運用の変更があります。

②介護人口は今後も増えていく見込みである

少子高齢化の老々介護が2025年には75歳以上が18％となり、人口のアンバランス化がより深刻化する。
認知症の高齢者が認知症高齢者を介護する認認介護も増えていく。

③介護サービスの需要は今後も増えていく見込みである

介護サービスの需要は増えていく一方、食事から掃除、洗濯、入浴、排泄といった生活に必要な介護サービス
を提供する有料老人ホームは、介護保険制度が始まった2000年5月末から急激に増加。

ＩＴの技術で介護業界の業務負担を軽減するために様々な技術がされており、
業務支援システムはまさに、業務の変化に合わせて成長していきます。
目指しているのは、「介護現場の負担が改善される」ことであり、
毎月の請求作業、毎日の記録作業、現場間の報告作業などが軽減されるだけじゃなく、
万が一の時にも情報が保全されるクラウド化も浸透されてきています。

本日のまとめ

?



介護現場におけるITについて
２日目：介護ＩＴシステムの活用
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2分18秒

介護業務支援
システム
の実演

?
利用者情報登録

利用スケジュール作成

利用実績確認

利用状況登録

報告書等登録

利用料登録

請求データ作成

入力の流れ（例）

※さまざまな事業所を想定し
実際のシステムの登録について
観ていただきます。



介護現場におけるITについて
３日目：現場のＩＴシステム化の課題
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介護現場におけるＩＣＴの利用促進

3年毎に大幅な法令改定が見込まれている業界である

地域医療介護総合確保基金により、記録業務、情報共有業務、請求業務を一気通
貫で行う事が出来るよう、介護ソフトやタブレット端末の導入を支援

介護ソフト必要な情報通信機器等請求業務等、介護サービス施設･事業所での業務を支援するソフトウェア。
【具体的な活用例】
利用者情報の管理
アセスメント記録の作成・管理
具体的なサービス内容の記録
事業所内外での情報共有
ケアプランの管理
介護報酬請求
その他の業務支援（シフト表作成、計算書類作成、給与管理等）
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介護現場アンケート
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6分27秒
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4分54秒 6分17秒
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1分35秒
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市場の動き

既設の介護施設では、介護保険請求のためのシステムは既に導入されているケースが殆どです。
しかし請求システムは導入済みであっても介護現場の記録に関しては、手書きやExcel運用の事業所が未だに存在しています。

その様な中で、現在国としては業務効率化を促進する為に記録から請求の一気通貫したシステムの導入を推進しており、
各介護事業所として現行システムの見直しや検討されてている事が多々ございます。

②IoT×ICT×AI

従来はICTのみの提案でも十分でありましたが、現在ではテクノロジーの進化に併せて、IoT×ICT連携ニーズが高まっています。

例えば、ベッドセンサー等で検出したデーターをICT側に連携する仕組みを求められるケースが多々ございます。

またICT×AIといった、AIを活用した仕組みの先見性も求められております。

基幹はICTとなりますが、その周りにIoT及びAIの取り組みができるメーカーが生き残っていく事かと思います。

①既に保険請求のためのシステムは導入されているケースが多い
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